
市町村名 沖縄市

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 道路景観形成推進事業
沖縄２１世紀ビジョン 第3章-3-(2）-エ

基本計画該当箇所 観光客の受入体制の整備

令和 年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ-1-(1)
24 3 該当箇所

担当部課名 建設部 道路課
事業実施
年度

平成
～

事業内容 観光地周辺道路を植栽整備することにより、沖縄らしい風景づくりを行い、魅力的な観光地として景観形成を図る。

実施方法 ■ 直接実施 □ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

事業期間中
の予算額
・執行額
【単位:千円】

Ｈ24～30年度 Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 合計

Ｂ．執行済額 699,661 8,124 114,567 440,219 1,262,571

Ａ．予算現額 720,987 10,033 114,616 480,150 1,325,786

執行率（％）(B/A) 97.0% 81.0% 100.0% 91.7% 95.2%

うち
交付金充当額

559,725 6,499 83,529 352,175 1,001,928

執行状況の説明

・H24年度は現場調査結果と台帳図面が不整合でその調整に時間を要し翌年度に繰越した。
・H25年度は工事実施にあたり、自治会との調整に時間を要し工事を翌年度に繰越した。
・H28年度は水道管等の埋設物が設計図面と現況に違いがあり、水道管移設等に係る協議に時間を要し翌年
度に繰越した。
・最終的な執行率は95.2％となり、概ね計画的に執行できた。

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

Ｈ29年度 Ｈ30年度 R元年度 R2年度 R3年度

実　績 ３路線 ２路線

道路植栽等整備実施設計の実施

目　標 ３路線 ２路線

４路線

実　績 １路線 １路線 １路線 ４路線

道路植栽等整備工事の実施

目　標 １路線 １路線 １路線

実　績

目　標

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

Ｈ29年度 Ｈ30年度 R元年度 R2年度 R3年度

道路植栽等整備実施設計の完了

実　績 ３路線 ２路線

目　標 ３路線 ２路線

４路線

実　績 １路線 １路線 １路線 ４路線

道路植栽等整備工事の完了

目　標 １路線 １路線 １路線

実　績

目　標



事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果
Ｈ30年度 Ｒ1年度 Ｒ2年度 Ｒ３年度

80％以上

実　績 81.2% - - - 90.0%

Ｒ4年度

■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

道路利用者（観光客）へのアンケート調査
※魅力的な観光地としての景観形成が図られたか（８
０％以上）

目　標 80％以上 80％以上 80％以上 80％以上

状
況
説
明

【Ｈ30年度】
・安慶田中学校線の整備完了後の観光客へのアンケート調査は81.2％となり目標（80％以上）を上回っている。

【R4年度】
・宮里31号線、宮里34号線、国税庁西側線、松本団地西側線、知花52号線の整備完了後の観光客へのアンケート調査は90.0％となり目
標（80％以上）を上回っている。

【　年度】
・

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

実　績

目　標

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【Ｒ４年度】
・宮里34号線、国税庁西側線、松本団地西側線、知花52号線の植栽等整備工事の完了により、計画した12路線全ての整備が完了しており、今後は、観
光客の誘客効果を持続的に発揮するため、適切な維持管理を実施していく。

【　年度】
・

【　年度】
・

【Ｒ４年度】
・宮里31号線、宮里34号線、国税庁西側線、松本団地西側線、知花52号線整備完
了後の観光客へのアンケート調査は90.0％で目標（80％以上）を上回っており、魅
力ある観光地の景観形成が図られた。

【Ｒ４年度】
・宮里34号線、国税庁西側線、松本団地西側線、知花52号線の植栽等整備工事
の完了により、全12路線の整備が完了しており、今後は、適切な維持管理が必
要である。

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・



市町村名 沖縄市

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 防災拠点体制整備事業

沖縄２１世紀ビジョン 第3章ー２－（４）－イ

基本計画該当箇所 災害に強い県土づくりと防災
体制の強化

令和 年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ－１０－（２）
2 3 該当箇所

担当部課名 企画部 プロジェクト推進室
事業実施
年度

令和
～

事業内容
　災害時の住民や観光客等の安全を確保するため、広域避難場所であるコザ運動公園において避難所及び災害対策本部等の
機能を有する防災拠点としての体制を整備する。

実施方法 ■ 直接実施 □ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

事業期間中
の予算額
・執行額
【単位:千円】

R2年度 R3年度 合計

Ｂ．執行済額 465,791 22,486 488,277

Ａ．予算現額 500,328 22,486 522,814

執行率（％）(B/A) 93.1% 100.0% 93.4%

うち
交付金充当額

363,903 17,988 381,891

執行状況の説明
・R2年度はメーカーの受注システムの障害により、設置予定備品の納品に不測の日数を要したため、翌年度
に繰り越した。
・最終的な執行率は93.4％となり、概ね計画的に執行できた。

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

R2年度 R3年度

実　績 実施 実施

備品整備の実施

目　標 実施 実施

実　績

目　標

実　績

目　標

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

R2年度 R3年度

備品整備の完了

実　績 完了 完了

目　標 完了 完了

実　績

目　標

実　績

目　標



事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果 R4年度

■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

整備した備品を活用した防災活動（1回以上/年、防災訓
練含む）の実施

目　標 1回以上

実　績 1回

状
況
説
明

【R4年度】
・目標である防災活動の1回以上の実施について、訓練を1回実施することができた。

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

実　績

目　標

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【R4年度】
・年1回以上防災訓練等を実施し、災害時に適切な対応ができるよう取り組む。

【R4年度】
・備品整備が完了し、今後は、防災拠点としての適切な運用が求められる。

【R4年度】
・災害時に、防災拠点として適切に運営するため、定期的に防災訓練等を
実施する必要がある。


